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これらの事を説明するために,150K付近以下ではFeイオンの位置が,Ⅹ線には現われな

い程度に,上下にずれるというモデルを考える｡ これは,150K以上と以下では異なる相にあ

るという要請を満たし,メスバウアの結果を説明できる｡又,前述のfieldheatingeffectは,

この相変態のために,クラスター間の反強磁性的相互作用が強くなったとすると,説明できる

と思われる｡

28･ パルス強磁場下におけるHfl_XTaxFe2の磁性

多田隈 芳 夫

30Tを越える強い磁場は, パルスマグネットを用いることにより比較的容易に出すことが

できる｡ 我々はこのパルスマグネットによる磁性測定システムを新しく制作した｡このシステ

ムのコンデンサーバンクの容量は12.5mFで最大電圧 3.2KVをかけると約60KJ のエネル

ギーをえることができる｡このエネ/レギーを瞬間的に多層ソ.レノイ ドコイルに放電することに

より磁場に変換し,最高43.7Tまで出すことができた｡ また精度を出すためにスイッチとし

て従来のイグナイ トロンに変えSCRを用い,ノイズを極力抑えたo更に充電を一定電流です

みやかにかっ1Vの精度で行なうために各リレーは計算機制御されている｡第1図はこのシス

テム?ブロックダイヤグラムである｡ 尚磁場及び磁化は誘導法で求めているため,磁化曲線は

各ピックアップコイルの信号を計算機で積分して求まる｡

第2図の (a)はそれぞれ積分する前の磁化検出用のピックアップコイルの信号を磁場検出用

のピックアップコイルの信号を磁場検出用のピックアップコイルの信号で割り算をしたいわゆ

る微分帯磁率で (b)が磁化曲線である｡

さてこの様な測定システムを使って,Hf卜∬TaxFeZの磁化測定を行なった｡ この物質は

Laves相化合物で六方晶のMgZn2型の結晶構造を持ちTa濃度がx～0.2の領域では,低温

で強磁性相が存在し,温度上昇により反強磁性-の1次相転移が起こることが観測されている｡

そこでTa濃度を増した領域での状態を磁化測定により調べ,α-0.25,∬-0.30の試料の

磁気相図を決定した｡ (図3) その結果これらの試料については,低温で強磁性相が現われ

ないことがわかった｡ この様な磁気相図は,守谷,宇佐美らの理論的研究により導き出された

磁気相図の中の1つに相当している0 第4図がそれで,温度がT｡とTNの間での反強磁性状

態に磁場を加えるとT*以上では強磁性-の1次相転移がT*以上では常磁性-の2次相転移
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第 2図

第4図

が起こることを表わしている｡尚T｡以下では強磁性状態であるが,Ta濃度の増加により

Toの値が小さくなりやがてなくなった状態が x-0･25,x-0･30に相当しているo

29. Mn3Snの磁性

阿 部 修 也

Mn3Snは図1のような hexagonal,一般にDO19型といわれる結晶構造を持っている｡ こ
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